
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年 ５月１５日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：腸管出血性大腸菌(EHEC)が産生する新たな毒素 Subtilase cytotoxin 
(SubAB)は Stxの作用機構とは大きく異なり、小胞体中に存在するシャペロン BiP を分解し、そ
の活性を阻害することによって ERにストレスを起こし、細胞障害性を誘導すると考えられる。
我々は本研究期間において以下のことを明らかにした。1）SubAB 処理により一過性のタンパク
質合成阻害、細胞周期の停止を誘導すること。2）SubAB は BiP 切断後、PERK を介したシグナ
ルが、Bcl-2ファミリーの Baxと Bak の構造変化を誘導し、ミトコンドリアの膜上で Bax/Bak の
会合体を形成し、このポアを使って、チトクローム cを放出させた。この放出されたチトクロ
ーム c が下流の caspase を活性化しアポトーシスによる細胞死を引き起こすこと。3）SubAB の
宿主受容体として integrin を含む 4つの膜蛋白質が毒素との結合に関与していること。4）
SubAB のマウスへの腹腔内投与により、劇的な血小板減少、IL-6の増加、腎臓におけるメサン
ギウムの増加、更に、上部消化管からの出血を伴う炎症性致死に至ること。これらの成果は EHEC
感染症における SubAB の役割を理解する上で非常に重要な知見であり、予防・治療等に新たな
道を拓く事にもつながるものと確信している 
 
研究成果の概要（英文）：Subtilase cytotoxin (SubAB) is an AB5 cytotoxin produced by some 
strains of Shiga-toxigenic Escherichia coli. The A subunit is a subtilase-like serine 
protease and cleaves an endoplasmic reticulum (ER) chaperone, BiP, leading to ER stress, 
which induces transient inhibition of protein synthesis and cell cycle arrest at G1 phase, 
and PERK-mediated Bax/Bak conformational change, cytochrome c release from mitochondria, 
followed by caspase-dependent apoptosis in mammalian cells. In addition, we showed in 
mice that SubAB induced small bowel hemorrhage and a coagulopathy characterized by 
thrombocytopenia, prolonged prothrombin time and activated partial thromboplastin time.    
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１．研究開始当初の背景 

 腸管出血性大腸菌(EHEC)が産生する新たな

毒素 Subtilase cytotoxin (SubAB)は、小胞

体中に存在するシャペロン蛋白質 BiPを分解

し、その活性を阻害することによって ER に

ストレスを起こし、細胞障害性を誘導すると

考えられたが、その詳細な細胞障害機構、受

容体などは不明であった。また、SubAB が個

体レベルでの同様な病態発現に関与してい

るかも明らかとなっていなかった。 

２．研究の目的 

 SubAB による ER ストレスがどのような

作用機序で細胞障害を引き起こすのか明ら

かにするとともに、SubAB による個体レベ

ルでの病態を病理的、生化学的に解析を行う

ことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

1）リコンビナント SubAB の発現と精製 

 大腸菌で発現させた His-Tag SubAB と、

酵素活性中心アミノ酸を置換した変異体 

mSubA(S272A)B を Ni-NTA カラム により精

製して実験に用いた。 

2）siRNA の遺伝子導入 

 HeLa 細胞を用い、種々の siRNA とコント

ロール（NC）siRNA を Lipofectamine  

RNAiMax (Invitrogen) により遺伝子導入し、 

48 時間後、標的蛋白質の発現を Western  

blotting により確認した。 

3）ミトコンドリアから放出されたチトクロ

ーム c の検出 

 HeLa 細胞を SubAB (0.2 mg/ml) で一定時

間処理した後、細胞を回収し、50 g/ml 

digitonin と protease inhibitor を含んだ

ホモジェネートバッファーで細胞を処理し

た。遠心後、上清（サイトソル画分）を回収

し、Western blotting によりチトクローム c 

を検出した。 

4）免疫沈降法 

3-1.構造変化した Bax/Bak の免疫沈降 

HeLa 細胞を SubAB あるいは mSubAB で一定

時間処理した後、細胞を回収した。細胞を 2％ 

CHAPS を含む細胞可溶化溶液で処理し、遠心

後、上清を回収した。この上清に抗 Bax 抗体

（clone3, BD）、あるいは抗 Bak 抗体（Ab-2, 

Calbiochem）を添加し、構造変化した 

Bax/Bak の免疫沈降を行った。 

3-2. SubAB 結合膜蛋白質の免疫沈降 

 HeLa 細胞の表面蛋白質をビオチン標識し

た後、1％ TritonX-100 を含む可溶化溶液で

可溶化後、遠心し、上清を回収した。1 mg の 

SubAB あるいは熱失活させた SubAB を上清

と混ぜた後、抗  SubAB 抗体、 Protein G 

agarose を加え、免疫沈降し、 Avidin-HRP 

による Western blotting により検出した。 

5)蛋白合成阻害活性 

24穴プレートに Vero細胞(2x105)を撒き一夜

培養する。培地を除去し、[14C]leucine を含

んだ新しい培地に交換し、毒素を添加して 37

度 2 時間培養した。TCA を加えて蛋白合成を

停止し、細胞を洗浄後、0.5M KOH を加え 37

度 10 分保温し細胞を破壊し、lysate 中の

[14C]leucine 量を定量した。 

6) 細胞周期解析 

SubABで処理した細胞を propidium iodideで

染色して FACScanで解析した。細胞周期に影

響する cyclin D1, cdk, cdk inhibitor 等

は、細胞に毒素を処理した後に細胞を溶解し、

SDS-PAGE を用いて蛋白を分離し、Western 

blotting を行い、それぞれの特異抗体を用

いて検出した。 

7） DNA合成への影響 

SubAB 処理した細胞への BrdU の取り込みで

調べた。  

8）マウスにおける病態発現解析 

メスの Balb/c  マウス（4-5 週齢）に SubAB 

あるいは、毒素活性中心である His89 と、

Ser272 を  Ala に 置 換 し た 変 異 体 

SubAB(S272A/H89A)を腹腔内へ注射した後、

経時的に血液の採取を行い生化学的解析を

行った。また、開腹後、各臓器の病理検査を

行った。 

 

４．研究成果 

4-1.細胞周期を調べたところ、SubAB 処理後

20 時間以上で、明らかに G0/G1 の細胞の増加

と、S 期の細胞の減少が認められた。また、 

DNA 合成を調べたところ、SubAB 処理時間と

共に DNA 合成の減少が認められた。SubAB 処

理細胞では、G1から S期への移行に関与して

いる cyclinD1 の顕著な減少が認められた。

Cyclin D1 に対し、リン酸化された cyclinD1

の増加が認められた。SubAB による cyclin D1

の減少は、プロテアソーム阻害剤によって抑



 

 

制された (Fig .1)。 

 SubAB は Vero 細胞の増殖を G1 期で止める

ことが分かった。これは G1 から S 期への移

行に必要な cyclin D1 が、リン酸化されてプ

ロテアソームで分解されることに依存して

いると考えられた。 

 

 

 

 

 

                  Fig.1. 

 

4-2. 細胞致死に直接関与する SubAB の受

容体を同定するために、ビオチン標識した

HeLa 細胞可溶化溶液を用いて、SubAB に

よる免疫沈降を行った結果、p250、 p175、 

p135 のバンドを検出した。これら膜蛋白質

は MAA、 DSA レクチンと反応することか

ら、レクチンアガロースにより精製し、濃縮

後、SDS-PAGE、CBB 染色を行った。目的

のサイズのバンドを LC-MS/MS により解

析した結果、 p250 は  NG2 、 p175 は 

L1CAM、2 integrin、p135 は 1 integrin、

Met であった (Fig.2)。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 Fig.2. 

 

 糖切断酵素を用いた実験から、SubAB と

これら膜蛋白質との結合には末端糖鎖シア

ル酸が必須であった。 

 次に、どの膜蛋白質が SubAB の致死活性

に直接関与しているか調べるため、それぞれ

の膜蛋白質の siRNA を遺伝子導入し、発現

抑制後、SubAB 処理した。その結果、1 

integrin の発現抑制により、最も顕著な細胞

致死抑制、Bax/Bak の構造変化阻害活性、

チトクローム c の放出抑制、カスパーゼの活

性化抑制が認められた。NG2、L1CAM の発

現抑制においても、わずかに細胞致死活性を

抑制していた。興味深いことに、BiP の切断

は阻害されていなかった。以上の結果から、

腸管出血性大腸菌より分泌された SubAB は、

HeLa 細胞表層の NG2、 L1CAM、Met、

21 integrin に結合する。これらの受容体

のうち、1 integrin が細胞致死に直接関与す

る受容体であることが判った。 

 

4-3.SubAB 処理により、細胞への[14C]leucine

の取り込みは減少したが、活性部位変異体

SubAB では認められなかった。この蛋白合

成阻害は時間とともに回復する一過性のも

のであることが判った(Fig. 3)。更に、BiP が

切断されたことに依る ER stress が、蛋白合

成阻害の引き金になっているかを知るため

に、PERK 及び eIF2のリン酸化を調べた。

SubAB で処理により PERK 及び eIF2のリ

ン酸化が生じた。つまり、SubAB この eIF2

のリン酸化に起因したタンパク合成阻害で

あると推察された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                  Fig.3 

 

4-4. SubAB は 48 時間から 72 時間でマウス

に致死を誘導した。開腹所見から、上部消化

管内における激しい出血、更に、脾臓の萎縮、

肝臓の色素変化も認められた(Fig.4)。変異

体毒素ではこれらの変化は認められなかっ

た。病理解析から上部消化管における出血を

伴う、炎症が認められた。腎臓では、メサン

ギウム細胞の増加が顕著であった。生化学的

解析から SubAB 投与後 6 時間には、劇的な

血小板の減少が引き起こされ、血液凝固能の



 

 

減少が認められた。SubAB に依るマウスにお

ける致死活性は、上部消化管からの出血に依

るものであると推察された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4 

 

4-5.SubAB の細胞死に直接関与する ER スト

レスセンサー蛋白質を siRNA による発現抑

制により評価した。結果、PERK の抑制によ

り SubAB による Bax/Bak の構造変化、チト

クローム c の放出、カスパーゼの活性化抑制

が認められた。他の ER ストレスセンサー蛋

白質 (Ire1, ATF6) の発現抑制では影響が

無かった。つまり、PERK が SubAB による細

胞死の初期シグナル伝達機構に必須なもの

であることが明らかとなった (Fig. 5)。又、

SubAB によるチトクローム c のミトコンド

リアからの放出、続く、カスパーゼの活性化

は 26S プロテアソーム阻害剤によって阻害

されたことから。SubAB のアポトーシスはユ

ビキチン・プロテアソーム系により制御され

ていることが推察された。 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.5.TCL: total cell lysates, CF: 

cytosolic fraction. 
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